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はいえ何か因縁のように思われてならない。
我が同総会は、本来の目的を達成するために山積する諸課題

を一つ一つ解決していかなければならない。緊急性を含む問題
もある。諸問題の解決には全会員の熱烈なる母校愛と強力なる
ご支援、ご協力が得られなければ達成することは望めない。今
回の総会が何事もなく、極めて円満に終了できたことは誠に喜
ばしいことではあるが、一方、出席者の少なさが気にかかる。
今後、同窓会をみんなで活性化していこうという全会員一人一
人のご熱意とご理解を期待申し上げて総会のご報告とさせてい
ただく次第である。

【同窓会副会長　石崎　廣矣（15期）】
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私の兄は浅野綜合中学校11期生、弟の私は同校18期生、私の
息子は浅野学園57期生。４人目も是非とも「打越が丘」に通わ
せたかったのですが、残念ながら孫は２人とも女の子でした。
私は昭和12年入学と同時に剣道部に入りました。部員は１年

生だけで30人程だったと思います。師範は田中増次郎先生で銅
像山にお住まいがありました。私が３年生の時浅野が県大会に
優勝しました。５名の最強選手の中にただ一人４年生がいて、
それが先鋒を務めた大出俊（元郵政大臣）先輩で、大将が５年
生の小林榮一（当時剣道部主将・現浅野剣道部ＯＢ会会長）先
輩でした。現在小林先輩は80歳（剣道七段）にもかかわらず後
輩の指導に活躍中です。次の主将が大出俊さんであり、その後、
私が主将を務めました。私は昭和20年に軍隊に入隊しましたが、
私の中隊の将校として小林榮一少尉が居られたのです。「地獄
に仏」とはまさにこの事を言うのでしょう。二等兵だった私に
忘れることができない想い出です。
また、大出さんは浅野出身の多数の政治家の中でただ一人大

臣を極められた方でした。また後輩の中にもただ一人だけ、オ
リンピックに出場し、それも銀メダルを獲った男が居るのです。
45期生の渡辺和三さんです。渡辺選手はクレー射撃（トラップ
種目）で、日本ではもちろん、アジアで初のメダル獲得の偉業
を成し遂げたのです。私も県クレー射撃協会会長としてバルセ
ロナオリンピックに行きましたが、和三選手が日の丸を掲げる
のを見た時は本当に感激しました。その和三さんが４年後のア
トランタ五輪開催中の８月２日、彼が銀メダルを獲った同じ日
に48歳の若さで亡くなりました。当時私の家には娘「和美」、
息子の嫁「かずみ」と和三選手の３人の「かずみ」が居り、よ
く間違えて笑ったものです。そのすべてが因縁のように思えて
なりません。葬儀委員長には生前大変お世話になった大出先生
にお願いしましたが、その大出先輩も昨年他界されました。
歴代校長と数多くの先生方の努力で母校も格段の向上を遂げ

ました。今後も益々発展されますよう、また有能な政治家・ス
ポーツマン等を輩出されますよう、心から祈念申し上げます。
そして、お二人のご冥福をお祈り申し上げます。

ご 挨 拶

剣道部を
めぐる思い出

離任のご挨拶

一昨年の平成12年６月、創立80周年記念の諸行事を滞りなく
済ますことができ、そうして夏休み明けの２学期早々、私は12
年度をもって退職したい旨の届けを理事会に提出しました。そ
の主たる理由は、①80周年という節目の年を終え、新たな出発
の時を迎えること、②幾つかの学内改革を行い、それが軌道に
乗りつつあること、③学内に緑の新風を吹き込みたいこと、そ
の他でした。しかし理事会から強く翻意を促され、平成13年度
も引きつづき現職に留まることになった次第です。
しかしながらひとたび辞任のホゾを固めた後に襲ってきた積

年の精神的な疲労は如何ともなしがたく、昨年12月の２学期終
了直後、退職願いを再提出しました。
今年の１月から３月にかけて、臨時のそれを含めて６回に及

ぶ理事会が開かれ、理事長からは「三顧の礼を尽してもダメか」
という身に余るお言葉まで頂戴しました。むろんこれまで半世
紀近くにわたって私を育ててくれた浅野学園で、つたない生涯
を消尽するのに何ら躊躇するところはありませんが、このたび
時間切れ間際に、後ほど申し上げる条件付きで、私の身勝手な
願いを認めていただけることになりました。
……様々なことどもがありました。楽しかった多くの思い出

もさることながら、頭を抱えて眠られぬ夜を過ごし朝を迎えた
ことも一再ならずありました。しかしその都度、先生方の力強
いご協力を得て、小さな歩みを進めながら大過なく今日に至る
ことができました。８年間、本当にお世話になり心から感謝申
し上げます。
先ほど「条件付きで退任が認められた」と申しましたが、そ

れは、「今は色々な意味で極めてむずかしい時期であるから、
人事の異動によって学内の運営が支障をきたすことなく円滑に
進捗していることが確認されるまで、学園長として留まれ」と
いう、思いもよらぬ「条件」でした。
戦後の混乱期に、その卓越した手腕と人望によって、学校長、
学園長としての責務を遺憾なく果たされた神名勉聰先生がおら
れたことは、古い先生方のよく知るところです。改めて浅野学
園の「寄付行為」（学校法人の定款・根本規則）を読んでみる
と、確かにその第９条に「本法人に学園長をおくことができる」
とあり、その第１項には「学園長は浅野高等学校長及び浅野中
学校長の職を退いた者で理事会が選任する」とありますが、も
とより私ごときが到底その任に堪えうるはずもなく、固くご辞
退申し上げたことは言うを待ちません。
しかし、ここでは事の委細、経緯についてお話することは差

し控えますが、私はもうしばらく学園に席を置くことになりま
した。新年度４月からはあくまで黒子に徹し、学園のより一層
の伸張、発展のために微力を尽くす所存です。
なお後日、理事長・浅野久彌氏から正式に委嘱していただく

手筈になっておりますが、後任の学校長は淡路雅夫、教頭は阿
部義広の両先生にお願いすることになりました。なにとぞ私に
倍するご支援をお願いし、意あまって言葉たらずの離任のご挨
拶とさせていただきます。ありがとうございました。

（平成14年３月20日・職員会議での挨拶から）

浅野学園同窓会副会長

加　藤　　　明（18期）

浅野中学・高等学校学園長・前学校長

石　橋　義　史（31期）

委員会から

平成13年度浅野学園同窓会総会は、６月２日（土）午後３時
30分より、学園講堂において約100名の出席を得て開催された。
加藤勇治総務委員長（36期）の司会により、開会に先立って物
故学友のご冥福を祈って黙 を捧げた後、議案書に従って進め
られ、提案された議題はすべて満場一致の拍手のうちに議決承
認され終了した。
今回は開催日が６月２日、我が国近代化の夜明けの幕が切っ

て落とされた1859年の開港記念の日とはからずも同じ日となっ
た。徳川三百年の大平の眠りから醒め、先人諸賢の貢献努力の
積み重ねによって現在の日本が築き上げられてきた幕開けとも
言える意義深い日に、活性化を目指して歩みを始めた我が同窓
会の年度の指針を決定する総会の日が重なったことは、偶然と

平成13（2001）年度　浅野学園同窓会総会報告

財　務 財務委員会便りも４回を迎えますが、不況の長いトンネルは未だ出口の明るみが見つけら
れない状況にあります。
その中で新たに出てきたペイオフの問題は、同窓会の資産を如何に守るかという難題を
我々に突きつけております。当委員会は昨年来、これに関する情報の収集に努め、同窓会全
体の課題として対応しつつあります。各界の泰斗を輩出している浅野学園同窓会、同窓諸兄
の英知を仰ぎたいと存じます。

（財務委員会委員長　45期　川下　資文）

総　務 平成13年度は経済不況の世相の影響もあり、同窓会活動は控
えめでしたが、生徒諸君への心の援助を目的として始められた
新事業、「浅野ネット」の登録者は200名を越えました。講演会
等を開催して、在校生の進路選択等に役立たせていただいてお
ります。また、奨学金制度設立につきましてはいろいろと課題
も多く、設立に向けて研究中です。なお、同窓会の更なる発展
を目指して会員皆様のご意見をお聞かせいただければと思いま
す。ご支援とご協力を宜しくお願いいたします。

（総務委員会委員長　36期　加藤　勇治）

親　睦 平成13年度の総会は６月２日（土）に、浅野学園の講堂にお
いて開催されました。総会後の懇親会が催されないにも関わら
ず、熱心な会員の皆様が出席くださいました。平成14年度は、
６月８日（土）に横浜駅西口、“ホテルリッチ横浜”での開催
が決まっております。楽しいひと時を過ごしていただけますよ
う企画を練っているところです。多数の会員の皆様の参加をお
待ちしております。

（親睦委員会委員長　48期　斎藤　清紀）

広　報 同窓会ホームページも３月現在アクセス数は10,600件を越え、
幅広く活用されています。また、学内各クラブＯＢのホームペ
ージリンクも盛んになってきて、喜ばしいことです。しかしそ
の反面、寄せられるメールの対応に、担当者（仕事を持ちなが
らのボランティアなのです。専従ではありません）が夜遅くま
でかなりの時間を割かねばならなくなったのも事実です。委員
会では年２～３回の会合で、この問題について改善策を検討し
ていますが、まだ、いい結論は出ていません。
一方、広報紙の『銅像山通信』につきましても、マンネリ化
からの脱却、新企画について、広告掲載の問題等々、問題はた
くさんあります。しかし、第５号以降もホームページ同様、親
しみやすく活用性のある内容にしていく予定ですので、ご期待
ください。会員皆様のご意見をお待ちしております。

（広報委員会委員長　45期　古川　高夫）

（委員名の表中の太字は委員長、※は在校幹事）

総会報告
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式典・コンサート・イベント
カラオケ大会などなど……
舞台・音響・照明・映像他
舞台のことならおまかせ下さい。

横浜ステージプラン株式会社

〒220-0071  横浜市西区浅間台2-20
TEL 045-314-3128   FAX 045-314-3152

担当：倉田　光一（44期）
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建築設計施工

合資会社 横溝工務店
一級建築士

社長　横溝　貢（31期）
横溝　隆（66期）

221-0822 横浜市神奈川区西神奈川3-16-1
TEL 432-0225 （代表）

介護保険指定事業所

スリーエー・ケアステーション

ケアプラン作成・介護サービス・福祉介護用品販売
指定事業者No.1470200203

45期　古　川　 夫

〒221-0021 横浜市神奈川区子安通3-341
TEL 045（441）9251 FAX 045（441）3344

株式会社　ワランデ
Homepage : http : //www.warande.co.jp/

コンピュータ技術者の派遣
ホームページ作成
ネットワークシステムの構築
コンピュータシステムの導入相談

★派遣SE・プログラマー募集中★
（フリー希望者・将来独立希望者支援）

ご連絡はメール：hagiwara@warande.co.jpへ

昭和46年卒（48期） 萩原壽昭

株式会社　ワランデ　代表取締役
・中小企業診断士　　　・システムアナリスト
・システム監査技術者　・プロジェクトマネージャ

ホームページの制作からシステム構築まで

コンピュータ関連何でもお気軽にご相談ください。

株式会社イデアル
神奈川県横浜市鶴見区下野谷町1-48
Tel 045ー503ー4955

代表取締役　富田　悦生（55期）

〒220-0023
横浜市西区平沼
1ー33ー18

TEL（045）321-4202
FAX（045）321-4255

細水真人（74期）

浅野の友人は一生の宝

鈴木　　裕（61期）

先生方および同期の皆様方、お久し
ぶりです。私は現在、三洋電機で業務
用エアコンの集中制御装置の開発に従
事しております。勤務地の、ここ群馬
県で永年一人暮らしをしておりました
が、昨年４月にやっと結婚でき、現在
さいたま市（旧・浦和）に住んで群馬
まで通勤しております。ごくたまに電
車で新子安駅を通過するときに立派な
校舎を車窓から見上げ、母校の発展を
誇らしく思うと同時に、自分が過ごし
た古めかしい校舎を懐かしく思い出し
たりしています（「囲碁屋」はまだある
のでしょうか？）。
３年前、横浜で某親友の結婚披露宴

があって出席した時、余興として同期
のみんなで浅野の校歌を歌いました。
すると客席から年配の方が何人か出て
きて一緒に歌い始めました。その方達
も浅野の卒業生だったのです。人生の
中で中学・高校時代とは思春期の多感
な頃であり、この時期を６年間共に学
び、遊び、苦しんだ友人達はまさに一
生の宝。今でも何かと理由をつけて集
まって騒ぐのは浅野の友達ですが、お
そらく一生の付き合いになるのでしょ
う。そしていつの日か、偶然出席した
後輩の結婚披露宴で校歌を歌いたいも
のです。
浅野にはユニークな先生方が大勢い

らっしゃって、その印象は永久に記憶
から消えないでしょう。進学校であり
ながら決して勉強一辺倒でないところ
が浅野の魅力だと思っています。その
ような特徴ある校風を今後も大切にし
ていってほしいと思います。ホームペ
ージのほうも一層充実され、先生方や
同窓の方々との活発な交流の場になれ
ばと思います。
世は不況で暗いニュースばかり聞こ

えてきますが、私達は「九転十起」の
精神で「百難、打ち越し行かん」です。

鉄道研究部に入って　

堤　敬哉（64期）

平成７年度は非常勤講師、平成８年
度より専任教員として浅野学園に奉職
しております。バスケットボール部と
鉄道研究部の顧問を担当しています。
私自身は、昭和62年３月に浅野を卒

業しました。在学中は鉄道研究部に所
属していました。入学前の身体検査の
日、順番待ちの間に誘導担当の先輩が
浅野にあるクラブを紹介してください
ました。子供の頃から鉄道好きだった
私は「浅野には鉄道研究部がある」と
言われ、入学前から入る部を決めてい
ました。当時の鉄道研究部は実物班と
模型班に分かれて活動しており、私は
模型班に入りました。文化祭の時、モ
ジュール（線路を引き、駅や山などを作
ったもの）に模型の列車を走らせたので
すが、小学生の男の子達が喜んで見て
いたのが印象に残っています。中には、
母親に「もう、帰ろうよ」と促されて
も立ち去ろうとしない子もいました。
平成９年度より、定年退職された安

藤先生の後任として鉄道研究部の顧問
となりました。浅野生時代に属した部
の顧問になれる自分は幸せです。私が
在学したときに比べて活動内容が多岐
にわたっているのですが、頑張って一
つ一つこなしている生徒諸君の姿は頼
もしい限りです。私事になりますが、
部員達が楽しそうに模型の話をしてい
るのを聞き、先日寝台特急「カシオペ
ア」の模型を衝動買いしてしまいまし
た（数学科の古梶先生にそそのかされ
たこともありますが）。以前から顧問を
されていた大野先生と協力し、微力な
がら部を盛り上げていきたいと思って
います。

（浅野中・高等学校数学科教諭）

遺跡研究部の思い出

中田　和夫（66期）

私が浅野での思い出について振り返
るとき、部活動を抜きにしては語れな
い。当時私は「遺跡研究部」に所属し
ていた。「暗い・ダサイ・泥臭い」と、
一般には敬遠されがちなクラブだった
ので、活動紹介も兼ねて思い出を書い
てみたい。
一番心に残っている体験は、やはり

「縄文土器の復元製作」だ。幾世代も前
の先輩達から、作り方が「秘伝」のよ
うに伝えられていて、初めのうちはま
るで師匠に弟子入りしたような感じで
作っていた。
土器製作は、まず粘土獲りから始ま

る。市販の粘土を使うのではなく、大
磯の万田というところで獲れる天然の
粘土を崖によじ登って採取した。ちな
みに石器の復元製作も、原材料となる
黒曜石が伊豆七島の神津島でしか取れ
ないため、試験休みに東京の竹芝桟橋
から船に乗って採取しに行っていた。
次は粘土練りである。来る日も来る

日も、ひたすら粘土を練りつづける。
初めのうちはサボリたくて仕方なかっ
たが、慣れてくると仲間と冗談を言い
ながら楽しく作業したものだった。
そしていよいよ成形に入る。この工

程は、ひび割れを防ぐために途中で休
まず一気に作り上げなければならない。
一番時間のかかった「水煙土器」の場
合、昼の12時から始めて、終わったの
は夜中の０時だった。
最後に「野焼き」を行って完成であ

る。しかし、夏休みの暑い時期に、５
時間余りも火を燃やし続けるのは、汗
だくのきつい作業だった。それでも、
焼き上がった時の「ついに完成した！」
という感動は、何物にも代え難いもの
だった。
こうして作られた縄文土器は、文化

祭に出展され、多くの方からお賞めの
言葉をいただいた。卒業して10年以上
になるが、この経験は、とても貴重な
思い出として残っている。

卒業式に思うこと　

佐藤崇介（65期）

レンタルのLPレコードを持ち歩くの
が何よりのおしゃれだった高校二年生
の頃、床屋ではなく美容院に通い始め
ました。以来、当時は駈け出しだった
美容師さんには今でもお世話になって
います。髪を切ってもらう間の話が楽
しいのですが、店長としては、毎年店
に入ってくる新人美容師への接し方や
叱り方、信頼関係の築き方に苦慮され
ているようです。「何でもそうだけど、
昔のままじゃいけないものを判断して、
自分も変わることが大変だよね。」とい
う店長の言葉が心に響きます。
先日の卒業式で。会場の隅に座り、

生徒の姿を見ながら昭和63年３月10日
の卒業式を思い出していました。初め
のうちは、名前を呼ばれると場内に歓
声が起こるような雰囲気でしたが、式
も終わりに近づくとなぜか皆が声を詰
まらせ、校歌を最後まで歌えたか記憶
がありません。体育館から退場すると
きも、見送って下さる先生方の顔が涙
にゆれて見えませんでした。先生方が
謝恩会の会場へ向かうバスの行く手を
さえぎって、名残を惜しんだ記憶が今
でも鮮明に残っています。
在学中は先生方にいろいろ心配をか

け、時には逆らうこともあった学年で
した。今の生徒は比較的クールな表情
で卒業してきますが、いつまでも下校
せず話をしていたり、卒業後も制服を
着て学校に顔を出している卒業生の姿
を見ると、生徒と教員の信頼関係がで
きていたからなのだ思います。
幸せなことに、今受け持たせていた

だいている学年は今年で６年目となり、
一生忘れられない学年となります。生
徒の成長に比べて自分の成長を考える
とぞっとしてしまいますが、どのよう
な卒業式になるか、期待と不安でいっ
ぱいです。

（浅野中・高等学校英語科教諭）

平成13（2001）年度　浅野中学・高等学校

クラブ人数・主な活動実績
（平成14年2月　浅野中・高等学校生徒会顧問部調べ）s
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会員だより
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一昨年（平成12年１月）学校では、学園が80周年を迎えるにあたり、記念紙の作成に先駆けて、今はほとんど散逸して
しまった古い資料（写真や文集、書類など）を、同窓会員の皆様に呼びかけて探しました。わずかながら、古い通知簿や
写真をお送りいただき、学校のロッカーの片隅からは昭和30年代の「中学入試問題集」も見つかりました。その後も同窓
会の先輩方から、時折古い資料を見せていただく機会がありました。
今号の企画として、千葉胤昭氏（24期）からご提供いただいた貴重な資料の一部をご紹介し、併せて、この記事がこの
後もさらに多くの古い学園資料をお寄せいただくきっかけになればと思います。古い資料をお持ちの方は、ぜひ同窓会広
報委員会までお知らせください。

ＴＥＬ　045-421-3281（浅野学園内・同窓会広報委員会）

戦時下（昭和18年）の学校新聞見つかる

平成11年６月より運用中！（アクセス数11,000を超えました）

●同期会、クラブ活動ＯＢ会など積極的にご活用ください。
●名簿登録データの変更も行なえます。
●個人のホームページへのリンクも行なっております。

同期会の案内、その他同窓会員への広報を目的とした〈お知らせ〉を掲載ご希望の方は

原稿をお寄せください。〔浅野中学・高等学校　阿部義広まで

◆◆ 編集後記 ◆◆
本号で５号目となる『銅像山通信』も、学園の80周年記念のお祝いや

学園のクラブ活動の紹介特集など、その都度内容も変化させ、同窓会員
フレッシュマンから大先輩まで、幅広い年齢層に親しまれるよう、毎号
企画を練っています。第４号からは同窓会員の広告枠を設けて６件ほど
掲載しましたが、今後も広告掲載を継続するにあたり、広報委員会では
「現状の紙面では無理、広告取りを積極的に」等々、さまざまな意見が
出ましたが、なかなかまとまりませんでした。結局、同窓会員の皆様か
らご意見・ご希望をいただき、それを基にして広告の継続について検討
していこうということになりました。つきましては、会員諸兄に、広告
の必要性も含めて広くご意見を頂戴しながら、この会報のより一層の充
実を図りたいと考えておりますので、ご協力をよろしくお願いいたしま
す。
最後になりましたが、毎年ご寄稿をお願いする諸先輩方には、ご多忙

中にもかかわらず快くご協力いただき、本当にありがとうございました。
今後とも皆様への同窓会情報提供に努力したいと存じます。

同窓会広報委員会　古川　高夫（45期）

『銅像山通信』・第５号

発行日 平成14年４月26日（金）
発行人 浅野学園同窓会
発行所 〒○221-0012
横浜市神奈川区子安台１-３-１
浅野中学・高等学校

ＴＥＬ 045-421-3281
ＦＡＸ 045-421-4080

編　集 浅野学園同窓会広報委員会
印　刷 〒○105-0014
港区芝３-４-12 ２Ｆ
㈱廣済堂　東京営業所

ＴＥＬ 03-5442-0371

No.5

平成14年度

浅野学園同窓会総会・懇親会
日時　６月８日（土）

総　会：午後５時00分～
懇親会：午後６時00分～

会場　ホテルリッチ横浜
ＴＥＬ 045-312-2111（代）

会費　7,000円
※同期の方々お誘い合わせのうえ、奮って
ご参加ください。

※詳細は、本会報と同封の案内状をご覧く
ださい。

打越祭
第１部文化祭…９/15（日）・16（月）
第２部体育祭…９/29（日）

（雨天順延）

中学入試説明会

会場：浅野学園体育館
第１回…10/５（土） 午後２時～
第２回…10/19（土） 午後２時～

※詳細は学校にお問い合わせください。

No.3（学校より）
販売しています。

平成12年度版

・『同窓会会員名簿』
（ハードカバー・Ｂ５版約570頁） 3,600
・校歌・応援歌・80周年記念の歌
３曲＋校歌カラオケ入りＣＤ　　　　　 1,000

・『60年史』 3,000

・『70年史』 2,500

・『80年史』 3,000

No.4

（学園記念誌
同窓会員にのみ販売）
（ 〃　　　　

〃　　　　）
（ 〃　　　　

〃　　　　）

ＴＥＬ 045（421）3281
ＦＡＸ 045（421）4080〕資料発掘 掲　示　板

No.1

No.2

同窓会年度会費（2,000円）納入のお願い
※お申し込みは学校まで。TEL 045（421）3281

◇必ず卒業年とお名前の読みがな
・ ・ ・ ・

をご記入のうえ、同封の振込用紙でお振込みください。また、６月８日
（土）の懇親会の受付での現金でのお支払いも申し受けます。
◇同窓会の収入の大半は、在校生の同窓会費前納という形で賄っており、本来その財政の基本となるべき
同窓会員からの納入の比率は、まだまだ低いのが現状です。３頁に挙げました“収支報告”には詳しい
支出内訳は記しておりませんが、毎年決まって支出される項目だけでも、通信費、通信の印刷費、『会
報』の印刷、現役生徒補助、学校設備補助……等々、かなりの額にのぼります。同窓会の在るべき運営
の形を保つためにも、事情ご賢察のうえ、年度会費納入にご理解とご協力をいただけますよう、お願い
申し上げます。

注意……ただし、72期～79期（平成７年３月卒～平成14年３月卒）の会員は在学中毎月同窓会費をいた
だいておりましたので、年度会費は納入されなくて結構です。ご注意ください。
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